
日 曜日 行事予定 幼稚部預かり 保育部預かり クラブ ピヨピヨクラブ

1 火 個人懇談・昼食後降園 ○ ○

2 水 ○ ○

3 木 ○ ○ ○

4 金 ○ ○

5 土 ○ ○

6 日 × ×

7 月 個人懇談・昼食後降園 ○ ○

8 火 避難訓練 ○ ○ サッカー

9 水 誕生会 ○ ○ 太鼓

10 木 ○ ○ 絵 ○

11 金 ○ ○

12 土 ○ ○

13 日 × ×

14 月 ○ ○

15 火 クリスマス会 ○ ○

16 水 ○ ○

17 木 ○ ○ 英語 ○

18 金 ○ ○

19 土 ○ ○

20 日 × ×

21 月 終業式・午前保育 ○ ○ 体操

22 火 冬休み ○ ○

23 水 ○ ○

24 木 ○ ○

25 金 ○ ○

26 土 ○ ○

　 27 日 × ×

28 月 ○ ○

29 火 　　年末休み × ×

30 水 　　年末休み × ×

31 木 　　年末休み × ×

◇個人懇談

◇クリスマス会

下記をご確認ください

◇昼食後降園

１２月１日（火）～７日（月）まで １３時降園

◇ピヨピヨクラブ

毎週木曜日

１０時～１１時３０分まで

未就園児のお子さん対象です

コロナ感染予防の為に定員２０名までと

なります。１週間前から予約できます。

担当・・・三島

◇避難訓練

１２月８日(火） 地震を想定し行います。

◇誕生会

１２月９日（水）１０時３０分開始

誕生月の保護者の方は

１０時３０分まで各クラスにお越しください。

◇終業式

１２月２１日（月）

午前保育(１１時３０分降園）

◇冬休み（幼稚部）、年末年始休み

１２月２１日（月）～１月１９日（火）まで

※年末年始休み→１２月２９日（火）

～１月３日（日）

１２月の行事予定
令和２年11月３０日

インフルエンザに感染した場合クリスマス会 ご報告
【日程】

１２月１５日（火）

さくら組・あじさい組・すいせん組

１２月１６日（水）

ふじ組・ばら組・ちゅうりっぷ組

１２月１７日（木）

ひまわり組・ゆり組・すずらん組

今年度は、３日間に分けて

ホールで行います。

子ども達の夢を大切に思い出

に残る１日にしたいと思います。

インフルエンザが流行った場合、休園に

はなりません。自由登園の形をとります。

状況はその都度、お知らせ致します。

また、家族の中でインフルエンザに感染

した場合も、お休みしていただきます。

また、登園の際は、「登園届」の提出も

宜しくお願い致します。

用紙は園にありますので、お知らせくだ

さい。ご理解の程、宜しくお願い致します。

・１１月の苦情・怪我・処理のご報告をさせて

いただきます。

苦情０ 事故１ 処理１

・新しい職員（運転手）が増えました。

田中 弘です。宜しくお願い致します。

また、運転手の阿部 慶二は、体調不良の為、

しばらくの間、お休みさせていただきます。

ご迷惑をお掛けしますが、宜しくお願い致しま

す。

雪遊びが始まりますので、雪遊びに適した

ものを用意してください。

・帽子

・手袋（紐をつけてください。また毛糸の素材

はご遠慮ください。）

・長靴（靴カバーを付けてください。）

・冬用の上下ジャンパー、またはつなぎでも

構いません。

※必ず記名の確認をお願い致します。

雪遊びの用意について
【日程】

１２月１日（火）～７日（月）

降園時間 １３時００分

一家庭１５分間お子様の園での様子をお伝えします。

懇談期間中は、通常通りお弁当、給食があります。

◇緑コース→１３時００分～１３時１０分の間にお迎えに来てく

ださい。

※１３時１０分以降は預かり保育料金がかかります。

◇バスコース→バスコース表の「１３時降園」の時間を

ご確認ください。

◇懇談時の預かり保育利用はご遠慮ください。

◇駐車場→園舎駐車場、道路挟んで向かい側駐車場

個人懇談について

学校法人 星置学園

認定こども園ほしおきガーデン

星の子幼稚園

秋の音楽祭は、コロナの影響で参加人数変更の対応に、ご理解とご協力をいただきありがとうございます。

子どもたちの取り組みを保護者の方々に見てもらうことができ、本当によかったです。

年少の子たちは、いつもの生活に音を楽しむことを盛り込み、過ごしてきました。大人が何気ない音に耳を傾け、

子どもたちと発見することでどんどん気になる音に耳を傾け、新しい音を見つけてきました。「音を楽しむ」ことをた

くさん自分たちで体験してきました。その姿に拍手をもらったり、周りの子達が一緒に踊ったり、笑顔になることが

「自分」というものを創り、肯定してくことにも繋がっていくと感じました。

年中・年長になってくると、過去の経験から「音で楽しませる」ことも意識するようになり、年長の子たちは保護者

の方々が笑顔になれるように相手を意識して音楽祭の準備を進めてきました。この時期に子どもたちの素晴らし

い姿をたくさんの人に届けることができて、うれしく思います。

音楽祭が終わっても、園のあちこちでいろいろな音が聞こえています。他のクラスの演目で踊ったり、教えてもらっ

たりとしばらくの間、音楽祭の余韻に浸っていることでしょう。

０、１、２歳の子たちもあちこちから聞こえてくる音の正体は？そんなことを思いながら２階に行くと、大きい子たち

が使っていた楽器に触り、音を楽しんでいました。２歳の子達は自分たちで楽器を作り、音を楽しんでいます。３歳

になるのが待ち遠しそうです。

先日、テレビ番組で甲本ヒロトさんが出演し、こんなことを話していました。【アナログ世代とデジタル世代の違

いを一カ所感じるのは歌詞を聞きすぎ。若い人は、アナログの頃って、僕ら音で全部聞いてた。だから洋楽だろう

がなんだろうが全部かっこよかった。

意味はどうでもよかった。例えば僕はロックンロールが僕を元気にしてくれたけど元気付けるような歌詞なんか１

つもないんだよ。関係ないんだよそんなこと。

「お前に未来はない」とか歌ってるんだよ。No future for youとか。それを聴いて「よし、今日も学校行こう」って思っ

ていったの。だから関係ない。

デジタルになると情報としてきれいに入ってきちゃって歌詞の文字を追いすぎているような、ちょっとだけする。】

私も納得できる経験があり、小学校５年生のお楽しみ会で、小柳ルミ子の「お久しぶりね」を友だちと踊りました。

歌詞なんて、気にしませんでした。みんなを楽しませる音と踊りでした。ここが、次の音楽祭の課題の一つになりそ

うだなと感じました。

１２月のクリスマス会は、コロナ対策を考えて行います。今後の行事なども保護者のご協力ご理解のほどよろし

くお願いします。余談ですが、Hiroの襟裳岬とっても感動しました。

園長 上村 毅




